
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

    

“経営の神様”とも呼ばれ、大企業リコーの創設者としても知られる市村清さんの名言の中に「できな

い理由を考える前に、できる方法を考えてくれ」という言葉があります。 

 昭和 25（1950）年に発売した「リコーフレックス III」というカメラは、はじめに「いままでの 10 分の

1 以下の価格で売る」という目標を掲げ、その価格で売るにはどのような方法で生産すればいいのかを

考えた、いわば“逆転の発想”から生まれたカメラでした。 市村さんは、できない理由を考えるタイプを

「後ろ向きの努力をする人」、できる方法を考えるタイプを「前向きの努力をする人」と位置づけていま

す。ときとして、人は「できない」「無理だ」と相手に伝えるため、頭をひねってその理由や言い訳のほうを

あれこれ考えることがあります。だが、これは後ろ向きの努力です。 

瞬間瞬間の選択の連続によって「道」ができる人生ですが、その選択が「希望（ワクワク）の選択」か

「恐れ（ドキドキ）の選択」によって、進む方向性、待ち受ける結果は 180 度変わってきます。「後ろ向き

の努力をする人」は、恐れを選択してしまう人。それに対して、「前向きの努力をする人」は、希望を選択する人

と言えます。 

では、どうすれば「希望の選択」ができるのでしょうか。ポイントは「自分の心の壁を壊すこと」。感情は理性

より遥かに強力です。「恐れ」の感情を克服するには、それに勝る感情を持つ必要があります。 

それに一番効果があるのは、「もったいない」という感情ではないでしょうか。「もったいない」という感情も、

立派な感情です。利用しない手はありません。「できるわけがない」と逃げたくなっ 

たとき、ここで逃げるのは「もったいない」と思うことができれば、「希望の選択」が、 

できるのではないでしょうか。 

一度しかない人生。日頃から一日一日を「もったいない」と思い、自分自身の 

人生の時間を大切にすることが、希望を選択して「前向きの努力をする人」に繋 

がっていくのではないでしょうか。 
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ゆめじゅく会会長に就任しました加藤
か と う

昌
ま さ

延
の ぶ

です。ゆめじゅく会は、瀬戸会館

利用の各団体の親睦を目的に結成された団体です。お引き受けした以上は、

会員の皆さまのご協力を仰ぎながら、精一杯、ゆめじゅく会の活性化に携わ

っていきたいと思いますので、これまでと変わらぬご理解とご協力をお願い致

します。 

４月より瀬戸会館で勤務することになりました。指導員の安藤
あ ん ど う

洋子
よ う こ

です。 少しでも

早く皆さんの顔を覚え、地域の方が気軽に利用しやすい会館となるよう頑張りたいと

思いますので、これからどうぞよろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 21日時点の予約状況です。 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種

相談を行っています。お気軽にご相談ください。 

★５月のゆめ喫茶は９日です。 

★ゆめじゅく編集会 

１２日（月）１３時３０分～ 

★人権のつどい日 

１１日（日） 

１０時００分～１１時３０分 

★回転木馬(瀬戸児童館) 

１４日（水） 

１０時 00分～１１時 30分 

★人権・同和教育関係行事 

９日（金）女性部会総会・研修会（松山） 

２８日（水）隣保館職員・所管課新任者研修会 

（四国中央市） 


